
0
村
高
と
貢
租
 
 

熊
野
三
千
石
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
し
ば
し
ば
ロ
に
す
る
。
そ
こ
に
は
近
世
的
な
生
活
が
わ
れ
わ
れ
の
血
の
中
に
幾
分
 
な
り
と
も
流
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
随
つ
て
農
業
に
関
し
て
ほ
特
に
近
世
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
な
意
 
 

味
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
、
時
代
は
明
治
維
新
や
今
次
の
敗
戦
を
も
つ
て
画
さ
れ
た
と
し
て
も
。
 
 

農
業
の
基
礎
ほ
い
う
革
も
な
く
土
地
で
あ
る
。
こ
の
土
地
を
調
査
す
る
こ
と
か
ら
政
治
は
始
め
ら
れ
な
く
て
ほ
な
ら
な
 
 

い
。
こ
の
試
み
が
信
長
の
そ
れ
に
次
い
で
大
閻
検
地
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
梓
ほ
六
尺
三
寸
（
徳
川
氏
に
な
り
六
尺
）
一
歩
 
ほ
六
月
平
方
、
三
十
歩
空
畝
と
し
十
進
法
の
町
、
段
、
畝
が
定
ま
つ
た
。
こ
の
検
地
で
は
反
別
賦
課
が
石
高
賦
課
に
改
め
ら
 
 

れ
、
兵
農
分
離
が
確
立
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
農
民
を
土
地
に
釘
づ
け
に
し
た
の
で
あ
る
。
安
芸
の
国
の
検
地
笑
正
 
 

十
九
年
（
一
五
九
一
）
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
慶
長
三
、
四
年
（
三
九
八
、
九
〕
笠
利
氏
に
よ
つ
て
行
監
て
い
る
が
 
 

関
ケ
原
役
後
、
福
島
正
則
の
入
封
と
と
も
に
、
慶
長
六
年
（
二
ハ
〇
一
）
領
内
検
地
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
検
地
は
相
当
厳
格
 
 

も
、
 
 

残
影
で
伊
′
祖
が
れ
や
＼
凍
 
 

ノ
か
渚
エ
′
代
〕
 
 

冬
持
∴
㌢
誉
 
 

∵．占   

安南郡河角村地詰之帖  

正床三年（須山義夫氏謬）  

川角の区長持廻りで大切に保存きれれて  
いる内容はイ、谷、等級（中々田等）畝敷、  

分米、耕作人（養育姓）の名が一撃毎に  
記されている。こわ鞄詰帖には等級に対  
する村としての一括Lた分光は記入して  
ないが、肯荒の多いことが指摂されてい  
る。  

で
芸
備
で
約
十
万
石
の
打
出
が
見
え
幸
い
熊
 
 

野
に
も
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
二
諾
1
）
 
し
か
し
 
 

そ
れ
は
一
部
分
で
あ
り
熊
野
村
全
体
を
集
計
す
る
 
 

こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
次
い
で
冤
永
十
五
年
（
一
 
 

六
三
八
）
の
浅
野
長
尾
の
領
内
地
誌
（
検
地
）
が
 
 

行
わ
れ
、
以
後
正
徳
、
享
保
頃
ま
で
に
村
毎
に
地
 
 

語
が
二
、
三
回
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
川
角
 
 

村
で
は
正
保
三
年
（
一
六
四
六
〕
（
註
2
）
 
矢
野
村
 
 

で
ほ
貞
字
元
年
（
一
六
八
四
）
に
行
わ
れ
て
い
る
 
 
 

（娼）  



冊
）
（
註
3
）
で
あ
る
。
 
 
 

検
地
は
田
畑
宅
地
の
境
界
を
正
し
、
反
別
を
改
め
、
土
地
の
位
を
た
ゞ
し
、
斗
代
盛
し
て
分
米
を
附
し
、
 
 

村
高
を
決
定
す
る
操
作
で
あ
る
が
、
熊
野
村
の
璧
ロ
（
聖
子
三
年
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

村
高
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
か
 
 

畝
数
式
育
五
拾
弐
聖
ハ
反
三
歩
、
分
米
式
千
五
百
五
拾
八
石
六
斗
五
升
、
緊
斗
代
表
石
宕
升
弐
合
九
勺
弐
才
安
宅
七
弗
余
 
 
 

内
訳
（
斗
代
ほ
斗
を
単
位
、
十
入
、
五
ほ
一
石
入
斗
五
升
）
 
 

平  川  熊 村  谷  角  野  村  村  村  代   
二 知元  

l      t喜石行≡  

望 帖年  
○   

二 部正  

入   徳   

九 （⊃  コ 至石帖頃   看 三 甲  

0  0   

同  同   ∵ ・∵   
文  

乙頃   

孝明  
同  同    同 

已芸  
集間   

＿ 芸文  

同務化   

九 同去      毒  l 田六六町遺文   

○  誓三 8諾政  

絹四  三  

明  
同  同同 治  

≒  王  
年  
】  
l  

∴ 

■■ 

． 

－ 

． 

－  

福
島
検
地
が
厳
格
で
あ
つ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
一
般
に
検
地
に
よ
つ
て
決
め
ら
れ
た
村
高
は
、
高
あ
り
て
地
な
し
の
 
 

た
と
え
の
よ
う
に
、
村
に
課
せ
ら
れ
る
可
能
に
し
て
最
大
限
の
も
の
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
－
」
1
に
村
高
不
易
の
原
則
が
あ
 
 

り
、
為
政
者
の
農
民
に
対
す
る
態
度
が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
表
に
よ
つ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
熊
野
、
川
角
、
平
谷
の
村
 
 

高
ほ
正
徳
以
後
、
実
は
以
前
（
川
角
は
正
保
に
地
詰
）
か
ら
変
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
原
因
ほ
海
岸
地
方
に
あ
る
矢
野
村
等
 
 

と
は
違
っ
て
新
田
が
開
発
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
に
も
よ
る
が
、
村
高
不
易
の
原
則
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
 
 

平
谷
村
の
検
地
に
関
す
る
史
料
ほ
現
在
発
見
し
て
い
な
い
。
 
 
 

な
お
山
林
ほ
直
接
村
高
と
関
係
し
て
は
い
な
い
が
、
村
の
生
活
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
時
代
の
山
ほ
衡
建
山
（
滞
有
 
 
 

熊
野
村
の
検
地
で
現
在
全
貌
を
窺
え
る
も
の
は
、
延
享
三
年
丙
寅
（
一
七
四
六
）
四
月
、
安
芸
郡
熊
野
村
地
よ
婦
里
本
帖
（
七
 
 

広
 
島
 
県
 
史
 
所
 
載
 
の
 
村
 
高
 
 

こ
れ
を
集
計
し
て
 
 



林
）
笥
山
（
薄
管
理
の
山
）
野
山
（
村
有
林
）
腰
林
（
私
有
林
）
覧
れ
て
い
た
。
享
保
富
山
帖
写
し
曹
）
に
ょ
る
と
 
 

熊
野
村
の
山
は
 
 

御
礼
壱
枚
片
平
山
東
北
同
 
 
と
う
新
山
 
 

一
、
御
建
山
警
研
一
配
批
難
町
 
 
 

枚
一
雛
凡
軌
朋
輩
表
酎
硝
枇
相
即
棚
攣
ハ
 
 
 

但
里
程
細
山
断
片
同
郡
矢
野
村
海
端
迄
弐
里
半
 
 
 

但
御
山
中
三
頁
五
寸
四
方
不
動
堂
御
座
候
 
 

片
平
山
南
向
 
 

蕃
山
 
 
 

一
、
御
題
雪
新
森
椎
叩
 
 

旦
凱
訝
盟
斬
竿
一
題
甑
醗
”
後
妻
 
 
 

但
里
程
御
山
併
斤
同
郡
矢
野
村
海
瑞
ま
で
弐
里
 
 
 

片
平
山
南
向
 
 

一
、
同
葱
ケ
所
 
 

松
一
驚
軌
駅
朗
［
l
彗
村
之
内
野
山
隈
り
 
 
 

種
彗
一
太
長
サ
凡
ソ
四
聞
以
下
廻
り
八
尺
以
下
 
 
 

但
里
程
御
山
所
片
同
郡
矢
野
村
海
端
ま
で
弐
里
半
 
 

片
平
山
北
南
同
 
 

さ
や
の
河
内
山
 
 
 

一
、
同
要
所
高
相
晒
 
 

絶
頂
御
座
候
塙
峯
水
薫
り
隈
り
東
ハ
賀
茂
郡
津
江
村
 
 
 

但
里
程
御
山
所
ぶ
同
郡
矢
野
村
海
端
迄
弐
塁
一
拾
町
 
 

片
平
山
南
酉
向
 
 

ひ  

［］  き  

域  と き の   紺 芸】山   か t、 上 口 山  広 谷 山  谷 山  杉  と 巳  熊 掛   の  ［コ た  山    山       山  山  け 山    野   
五  六    五  八  四    五  五 町  立  

横  
石  

ゝ   

LU   

山   

四  ○  七 町  立  ≡ミ 五   口    山 旧 L一  

横              一   
五五 三    ○  六    ○  七儒   

以
土
和
建
山
（
こ
御
宵
山
（
六
）
宮
山
（
二
〕
で
あ
る
が
、
野
山
は
表
の
よ
う
に
十
八
ケ
所
あ
り
、
小
松
柴
草
山
で
村
中
 
 

入
込
で
あ
つ
た
。
腰
林
ほ
三
宮
四
十
ケ
所
、
山
数
合
計
三
百
六
十
七
ケ
所
。
樹
木
ほ
松
が
主
で
直
径
四
、
五
寸
程
度
が
普
通
で
 
 

貢
は
大
別
し
て
本
斗
物
成
と
小
物
成
、
諸
運
上
、
夫
役
等
と
し
た
．
 
 
 

本
斗
物
成
ほ
村
高
に
課
せ
ら
れ
、
村
高
に
土
免
を
乗
じ
て
得
た
 
 

も
り
な
り
 
積
が
物
成
と
呼
び
慣
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
税
額
の
百
分
の
 
 

く
ち
ま
い
 
 

二
に
あ
た
る
ロ
米
が
付
加
さ
れ
て
い
た
。
免
と
ほ
高
に
対
し
て
物
 
 

成
を
と
る
税
率
を
指
す
が
、
土
免
ほ
御
定
法
記
の
「
免
の
義
前
年
 
 

野
 
山
 
の
 
名
称
 
 

あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
貧
弱
な
山
林
ほ
最
近
ま
で
続
く
わ
け
で
あ
る
が
 
 

こ
の
意
味
に
於
て
明
治
三
十
年
頃
の
二
反
歩
の
制
度
ほ
本
町
山
林
政
策
 
 

上
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
山
林
の
 
 

荒
靡
ほ
一
に
乱
伐
の
故
で
あ
つ
た
。
ち
な
み
に
嘉
永
年
間
の
村
内
勧
帖
 
 

付
の
木
は
樫
七
本
と
杉
一
本
で
あ
つ
た
ヱ
謎
エ
 
 
 

次
は
貢
 
 

租
で
あ
る
 
 

が
、
普
通
 
 

こ
れ
は
年
 
 

貢
と
称
せ
 
 

ら
れ
物
納
 
 

を
凍
則
と
 
 

し
た
。
年
 
 

一
、
同
警
折
蒜
 
 

平
地
山
南
向
 
 

一
、
同
空
所
一
配
 
 

旦
節
用
謂
輩
 
 
 

但
里
程
御
山
所
片
岡
郡
矢
野
村
海
班
迄
安
里
半
 
 

片
平
山
西
向
 
 

と
の
木
大
様
山
 
 
 

一
、
同
冨
姦
諾
 
 

麓
苫
御
座
候
境
南
ハ
習
代
村
大
様
谷
隈
り
北
ハ
当
村
野
山
境
 
 
 

但
里
程
ハ
御
山
断
片
同
郡
矢
野
村
海
報
道
弐
星
 
 
 

平
地
山
東
南
向
 
 

一
、
宵
山
壱
ケ
析
 
 

但
里
程
御
山
断
片
同
郡
矢
野
村
海
淵
道
東
里
弐
拾
≡
町
 
 

平
地
山
西
同
 
 

新
宮
明
神
山
 
 

一
、
宮
山
看
ケ
所
 
 

姦
悪
頭
誕
琶
ハ
尺
五
寸
以
下
 
 

松
習
御
座
慣
墳
峯
水
定
り
限
り
東
賀
茂
郡
津
江
村
 
 

但
里
程
御
山
所
ふ
同
郡
矢
野
村
海
綿
弐
塁
一
拾
町
 
 

松
長
凡
三
間
以
下
廻
三
高
五
寸
以
下
 
 

」
∴
＼
∴
∴
十
・
 
 

雑
木
長
凡
三
間
以
下
廻
り
四
尺
以
下
 
 

三
町
 
 

七
町
 
 

慧
蒜
 
八
幡
山
 
 

≡
 
町
 
 

十
町
五
十
間
 
 

、  ・一‥  
石
仏
山
 
 

大
樺
山
 
 八

 
幡
 
社
 
 

熊
野
権
現
杜
 
 

諏
訪
神
社
 
 

安芸郡熊野村畝高水帖   

森岡窯翌（文政三年）蒔田十郎右裾門（天明六年）   
松岡八左衛門（天保九年）（菅田輝＝氏戒）  

紛庄屋の伝えた水帖で、内容は小谷、等級、畝数、分米、  
耕作人名を記し、給庄屋ほこれにもとづいて年賀を計算し  
た。実地区の碓井氏には、今北政之勘分（文化十五年）の  
「百姓人別励高水帖」が保存されている0  

（47）   

テ不産山此  
御残慣之の  
座境 内≡  
・ ∴ 

；  

（46）  



の
作
柄
善
悪
に
寄
り
上
げ
下
げ
有
之
、
土
免
に
て
春
の
内
相
極
め
候
に
付
育
姓
も
落
付
き
耕
作
も
励
み
申
候
」
に
よ
つ
て
そ
の
 
 

趣
旨
ほ
窺
え
る
。
し
か
し
、
村
高
ほ
勿
論
、
こ
の
免
も
天
明
噴
か
ら
変
ら
な
い
の
が
実
情
で
雪
。
だ
が
、
春
の
見
込
が
秋
に
 
 

く
ず
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
し
1
こ
1
に
、
秋
免
の
設
定
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
も
享
保
十
七
年
の
大
虫
害
の
時
以
外
ほ
見
出
せ
な
 
 

弐   
田  

五   弐  
厘   歩 

寛 些  同  宝  寛  事  天   
年  

○  
奉   年   年  毒   年  奉  

七 九  七  
こ六  

代  

川
角
村
も
同
様
で
あ
つ
た
。
（
謹
1
1
）
 
な
お
平
谷
村
の
村
高
ほ
八
拾
三
石
九
斗
一
合
で
あ
る
が
土
免
が
明
ら
か
で
な
い
。
 
 
 

こ
⊥
に
明
知
方
と
い
う
の
は
粗
米
が
御
蔵
入
す
る
所
で
あ
り
、
熊
野
村
ほ
高
弐
千
五
首
五
拾
八
石
六
斗
五
升
で
あ
る
か
ら
右
 
 

の
残
余
ほ
浅
野
氏
の
家
臣
の
知
行
地
す
な
わ
ち
給
知
方
で
あ
つ
た
。
こ
の
給
地
ほ
時
代
に
よ
り
移
動
が
あ
る
。
（
註
㍑
）
 
川
角
村
 
 

は
家
老
給
地
で
堀
田
浅
野
に
納
め
ら
れ
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
か
ら
川
角
の
人
々
は
一
つ
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
て
い
た
ら
し
い
。
 
 
 

土
免
の
告
知
が
あ
つ
た
後
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
早
稲
と
中
晩
田
の
二
つ
に
分
け
て
作
柄
を
調
査
し
有
米
目
録
（
註
ピ
 
 

を
代
官
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
が
下
見
帖
で
あ
る
。
こ
の
着
米
日
録
を
見
る
と
早
稲
と
中
晩
田
の
収
穫
量
に
疑
義
が
生
じ
る
 
 

が
、
こ
れ
は
何
か
租
米
徴
収
上
の
技
術
的
作
為
が
加
わ
つ
て
い
る
の
で
ほ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
 
（
準
讐
 
ま
た
下
見
帖
を
実
地
 
 

ま
†
つ
き
 
に
審
査
す
る
の
に
代
官
が
入
相
し
て
坪
刈
を
行
い
実
収
量
を
調
査
し
た
。
こ
れ
を
升
突
と
言
う
が
、
こ
の
際
の
有
米
が
そ
の
年
 
 

の
生
産
量
で
あ
り
、
同
時
紅
収
納
日
限
も
指
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
1
に
見
取
米
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
高
 
 

を
盛
ら
な
い
新
開
の
租
米
で
あ
り
、
熊
野
付
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
磯
さ
れ
た
僅
か
の
史
料
に
つ
い
て
、
そ
の
一
般
を
察
す
 
 

る
紅
過
ぎ
な
い
こ
註
空
 
と
も
か
く
こ
う
し
て
租
米
ほ
収
納
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
衡
免
割
 
 

下
札
人
別
納
指
引
帖
（
川
角
村
）
（
諾
鱒
）
に
上
れ
ば
年
貢
四
拾
弐
石
四
斗
六
升
一
合
（
含
御
種
米
利
息
弐
割
代
青
石
）
を
、
九
 
 

月
廿
日
拾
八
石
（
六
拾
俵
）
霜
月
六
日
拾
七
石
四
斗
（
五
拾
八
俵
）
極
月
十
日
三
石
三
斗
（
拾
音
便
）
と
九
斗
（
餅
米
三
俵
）
 
 

外
に
弐
石
六
斗
八
合
（
代
弐
百
匁
、
石
二
付
七
拾
七
匁
）
合
計
四
拾
弐
石
弐
斗
八
合
、
外
に
弐
斗
六
升
三
合
、
皆
済
と
な
つ
て
 
 

い
る
。
年
貢
ほ
物
納
を
原
則
と
し
た
が
、
一
部
銀
納
も
許
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
ぁ
る
 
（
芳
）
 
ま
た
こ
の
時
代
の
一
俵
ほ
三
斗
 
 

々
代
官
か
ら
下
さ
れ
た
。
 
 

党
 
 

一
、
甫
入
拾
玉
石
九
斗
四
升
弐
合
 
 
 

高
二
何
四
つ
六
歩
玉
屋
 
 

一
、
高
官
七
拾
九
石
弐
斗
四
升
三
合
 
 
 

高
二
村
四
つ
六
分
五
度
 
 

物
成
八
拾
三
石
≡
斗
四
升
八
合
 
 
 

真
土
免
三
岡
 
 
 

口
米
寿
石
六
斗
六
升
七
合
 
 

ニ
ロ
合
入
拾
玉
石
安
升
五
合
 
 
 

米
倉
古
式
拾
玉
石
七
斗
七
升
七
台
 
 

石
当
土
免
如
斯
相
究
者
也
 
 
 

天
保
四
年
己
（
一
入
二
三
）
五
月
 
 

物
成
≡
拾
九
石
丸
斗
六
升
三
合
 
 

義
士
免
二
同
 
 
 

口
米
七
斗
九
升
九
合
 
 

二
口
合
四
捨
石
七
斗
六
升
弐
合
 
 

安
芸
郡
 
 

当
分
明
知
 
 
同
 
村
 
 

明
知
方
 
 

熊
野
村
 
 い

の
で
あ
る
∵
熊
野
村
の
免
ほ
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
天
明
八
年
（
一
七
八
八
 
 

）
に
は
四
つ
六
歩
で
あ
つ
た
が
（
警
）
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
か
ら
天
保
五
年
 
 

（
一
八
三
四
）
に
ほ
四
つ
六
歩
五
度
で
あ
つ
た
∴
苧
）
 
川
角
村
の
ほ
表
の
よ
う
 
 

で
あ
り
（
菅
）
寛
政
以
後
弐
つ
五
歩
弐
厘
が
明
治
ま
で
続
い
て
い
る
。
（
菅
）
 
し
 
 

か
し
こ
の
免
ほ
村
に
よ
つ
て
 
 

相
違
が
あ
る
．
（
註
1
0
）
 
こ
の
 
 

よ
う
に
し
て
免
が
決
定
す
れ
 
 

ば
次
の
よ
う
な
免
割
状
が
年
 
 

ヤ
シ
い
く
暑
 
 

菅
田
 
欠
柄
印
 
 

佐
々
惣
太
夫
印
 
 

庄
屋
 
千
 
兵
 
衛
 
 

同
 
 
市
郎
左
衛
門
 
 

組
 
 
頭
 
 

長
召
姓
 
 

免割状天保四年（佐々木高博氏萩）  

この免割状は熊野村全体にわたつてはいない0内容ほ明知  
方と当分明知に分れており、扇は255石1斗8升5合で残りの  
2000石余りをま給知方であることを示している0免は4割6分  
5歴、文政3年から天保5年までの15年間のものが残されて  
いる。  
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入
り
で
込
米
は
地
域
の
実
情
で
異
る
が
、
雷
村
の
宝
暦
十
年
（
云
○
）
の
俵
付
（
込
米
）
は
一
石
に
つ
き
一
升
で
あ
つ
 
 

た
。
（
器
空
 
川
角
村
の
夏
上
り
諸
役
米
銀
一
歩
米
村
入
用
共
割
帳
、
秋
上
り
諸
役
箕
銀
村
入
役
共
割
帳
（
莞
）
を
見
る
と
年
代
に
よ
つ
 
て
少
し
く
異
同
ほ
．
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
雑
税
が
記
録
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
七
厘
米
、
表
米
、
小
物
成
銀
、
山
銀
、
 
 

竹
代
葦
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
毎
年
六
月
と
九
月
の
二
期
に
分
泳
÷
徴
讐
れ
た
二
歩
米
は
福
島
の
時
竿
石
夫
と
い
わ
 
 

れ
、
高
千
石
に
つ
き
小
人
一
人
御
台
所
入
用
の
票
や
馬
の
草
藁
糠
等
を
徹
し
て
い
た
が
、
元
和
八
年
（
二
ハ
二
二
り
か
ら
高
千
 
石
に
つ
き
米
十
石
を
敬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
一
歩
米
の
名
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
一
般
に
享
保
三
年
（
室
八
）
以
来
 
 

六
月
覧
警
銀
納
〔
文
化
入
牢
（
一
入
…
八
斗
六
合
一
勺
代
芋
八
匁
三
厘
、
石
窟
七
十
二
匁
、
文
化
九
年
（
一
八
 
 

三
は
石
に
付
六
十
五
匁
、
文
政
元
年
（
一
入
一
入
）
は
同
じ
く
六
十
八
匁
〕
し
、
半
慧
物
葉
と
と
も
に
米
納
す
る
こ
 
 

と
に
改
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。
七
厘
米
ほ
陸
役
扁
の
慧
で
浦
役
村
の
一
厘
米
に
対
す
る
称
呼
で
あ
る
。
年
に
よ
り
税
率
が
異
っ
 
 

た
が
、
九
厘
以
上
の
賦
課
を
見
禿
い
の
で
こ
の
名
が
あ
る
と
い
う
。
享
保
三
年
以
後
高
に
つ
い
て
地
方
は
七
厘
、
浦
辺
は
一
厘
 
 

に
な
つ
た
。
浦
辺
が
低
率
な
の
ほ
浦
辺
に
は
水
主
役
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
産
米
は
西
国
往
来
天
↑
送
り
扶
持
切
米
、
川
々
渡
 
 

守
給
米
、
道
路
や
橋
の
修
理
、
普
請
、
御
代
官
所
手
代
の
廻
村
荷
物
夫
、
薔
寵
夫
、
蔓
等
に
使
用
さ
れ
た
。
毎
年
六
月
銀
納
 
 

せ
ら
れ
川
角
村
の
文
化
九
年
（
一
八
…
）
の
七
厘
米
ほ
妻
斗
九
升
三
勺
で
七
十
七
匁
五
分
四
慧
毛
で
雪
た
。
小
物
 
成
銀
ほ
前
に
上
望
夏
上
り
、
秋
上
り
の
帳
で
は
七
票
、
竹
代
誓
と
相
対
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
雷
、
限
界
に
疑
義
が
な
 
 

い
で
も
な
い
が
、
広
島
薄
諸
覚
帖
の
「
福
島
左
衛
門
大
夫
殿
時
代
よ
り
相
続
、
綿
、
要
請
山
役
、
鉄
砲
役
、
粟
、
蜜
柑
、
萬
 
 

肴
代
銀
、
浦
役
、
海
役
等
之
讐
ヲ
約
メ
、
是
ヲ
小
物
成
卜
称
毎
年
↓
納
、
右
2
外
薪
炭
類
、
塗
物
、
牛
荒
、
廉
雉
子
鴨
場
 
 

札
井
鉄
砲
札
等
之
蓮
1
ヲ
諸
札
役
－
称
、
毎
年
1
納
云
々
」
誓
つ
て
そ
の
概
要
ほ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
山
銀
ほ
野
山
 
 

と
腰
林
が
対
象
で
あ
り
、
立
木
、
↑
革
、
産
物
等
を
考
慮
し
て
課
税
せ
ら
れ
川
角
村
は
年
々
↑
匁
で
あ
つ
た
。
竹
代
銀
は
請
代
 
 

警
も
竹
彗
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
元
来
竹
ほ
軍
需
資
材
で
特
別
の
統
制
が
見
ら
れ
、
三
年
に
一
度
ず
つ
村
に
役
人
 
 

を
派
遣
し
て
現
物
を
徽
し
て
い
た
が
、
軍
水
五
年
（
一
六
二
八
）
か
ら
こ
れ
を
改
め
て
銀
に
見
積
り
、
毎
年
そ
の
三
分
の
一
を
 
 

上
納
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
竹
ほ
重
要
で
あ
つ
た
の
で
、
各
村
に
御
建
（
留
）
山
が
あ
る
が
、
川
角
村
紅
ほ
火
の
 
 

原
に
衡
建
薮
が
あ
り
「
竪
四
拾
間
、
横
弐
拾
間
、
但
シ
小
が
ら
竹
、
土
地
悪
ク
」
と
あ
る
 
（
註
讐
 
川
角
村
の
竹
代
銀
ほ
十
六
 
 

匁
で
あ
つ
た
。
隣
村
の
押
込
村
の
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
差
出
帳
（
註
皿
）
紅
よ
る
と
、
小
物
成
諸
道
上
は
銀
百
六
十
二
匁
 
 

六
分
六
厘
で
、
そ
の
中
に
竹
代
銀
（
二
匁
六
分
六
厘
）
割
木
人
札
八
枚
（
十
五
匁
）
雅
子
鉄
砲
札
一
枚
（
五
匁
）
下
左
官
一
人
 
 

運
上
銀
（
十
二
匁
）
下
木
椀
弐
人
蓮
上
銀
（
十
九
匁
二
分
）
定
小
物
成
銀
（
百
八
匁
八
分
）
等
の
名
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
小
 
 

物
成
運
上
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
つ
た
が
、
要
は
い
わ
ゆ
る
浮
所
務
や
浮
儲
を
対
象
と
し
た
村
受
の
も
の
と
大
工
や
木
挽
等
に
対
す
 
 

る
面
取
立
の
も
の
が
あ
つ
た
。
川
角
村
の
小
物
成
の
合
計
は
文
化
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
ほ
銀
六
十
六
匁
五
歩
で
こ
れ
以
後
 
 

長
く
変
つ
て
い
な
い
。
 
 
 

次
紅
夫
役
で
あ
る
が
、
夫
役
ほ
人
夫
役
の
意
味
で
田
租
、
雑
税
と
と
も
に
民
衆
の
負
担
し
た
一
二
大
給
付
の
一
つ
で
あ
る
。
助
 
 

郷
役
等
も
そ
の
一
つ
で
、
諸
普
請
夫
、
小
過
夫
、
役
人
足
子
夫
等
が
そ
の
主
な
内
容
と
な
つ
て
お
り
、
文
化
十
二
年
川
角
村
 
 

の
書
出
帖
（
註
盟
）
紅
よ
れ
ば
「
足
子
引
高
二
付
 
 

夫
米
四
斗
弐
升
弐
合
八
勺
、
夫
割
辻
五
首
五
十
 
 

八
人
五
歩
但
レ
壱
人
工
付
一
升
二
合
」
と
あ
 
 

る
。
役
人
足
子
夫
ほ
村
役
人
が
村
内
に
起
る
諸
 
 

事
件
の
調
査
や
調
停
等
の
為
に
村
内
に
出
張
す
 
 

る
夫
（
日
当
）
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
安
政
二
年
 
 

（
一
八
五
五
）
 
の
熊
野
村
の
衡
寄
合
格
式
帳
（
註
 
 

禦
▼
 
紅
は
小
走
給
と
し
て
三
石
五
斗
五
升
、
送
 
 

啓
治
七
石
膏
斗
（
内
、
本
合
三
石
八
斗
、
新
宮
 
 

熊野対溜池井往来楕数  

書出し帖 寛政九年  
（佐々木高博氏蔵）  

熊野村の泡がこくめいに記入されており  
われ二ゎれの祖先のひたむきな生活態度が  
偲ばれる。両軍酎王縦、横で示し、樋（縦  
横）の長さを記し、朱で芸巨記してあろ。  

大部分は出来年数不明とある。   

（50）  （51）  



三
石
三
斗
）
と
あ
る
。
諸
普
請
夫
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
熊
野
村
の
溜
池
書
出
し
帖
（
莞
）
に
 
 

よ
れ
ば
「
横
取
替
之
割
郡
夫
被
遣
」
と
あ
る
の
が
八
、
「
樋
取
替
2
割
釘
鋒
大
工
木
挽
扶
持
作
料
御
銀
波
」
と
あ
る
の
が
十
一
 
 

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
よ
つ
て
も
夫
役
の
一
般
は
窺
え
る
が
、
夫
役
の
一
つ
の
特
徴
ほ
臨
時
別
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
郡
 
 

割
臨
時
入
匿
（
入
置
と
い
う
の
は
村
の
免
租
の
際
に
は
ま
だ
郡
割
の
決
算
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
概
算
で
費
用
を
見
込
み
郡
 
 

の
決
算
に
備
え
た
態
の
意
）
や
洪
水
夫
心
当
銀
等
に
ょ
っ
て
も
そ
の
こ
と
は
わ
か
る
〈
莞
）
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
御
陣
 
 

中
日
記
帖
（
註
鍋
）
に
ょ
れ
ば
十
石
の
長
州
征
伐
に
当
所
夫
方
、
矢
野
十
五
、
船
越
十
、
温
品
四
十
中
野
五
十
七
、
押
込
七
、
 
 

畑
警
〒
五
、
苗
代
七
、
熊
野
八
十
六
、
下
瀬
野
三
十
三
、
焼
山
十
七
、
府
中
五
十
九
、
奥
海
田
五
十
五
、
平
谷
六
、
中
山
二
 
 

十
三
、
栃
原
四
、
上
瀬
野
二
十
七
、
外
に
二
、
合
計
人
足
四
百
八
十
五
人
、
夫
琴
一
↑
八
人
、
出
役
人
三
名
で
、
そ
の
後
少
し
 
 

く
出
入
が
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
実
際
に
人
夫
を
徴
集
し
た
例
で
あ
る
。
川
角
村
に
も
こ
の
例
ほ
あ
る
（
莞
）
こ
 
 

う
し
て
夫
役
ほ
代
納
せ
ら
れ
た
 
 

こ
と
も
あ
る
が
、
同
時
に
実
際
 
 

に
人
夫
を
徴
し
た
例
も
あ
る
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

こ
1
に
村
人
役
と
い
う
も
の
 
 

が
あ
り
、
既
に
重
複
L
た
も
の
 
 

も
あ
る
が
、
こ
れ
に
ほ
米
銀
を
 
 

敬
す
る
免
割
と
今
述
べ
た
夫
役
 
 

を
徴
す
る
夫
削
が
あ
る
。
夫
割
 
 

御  庄  社  同  入御御御＝聡＝箕年   組  ≡と項  
割  頭  
用   司  
耳亘   頭   

給 】ヱ  

1_ 

（⊃ ○ ⊂）  （⊃ 0 0    ○  0 0 （⊃（⊃  ○  ⊂）     ≡代  

＝： 七  七  四 ○（⊃  ヽ ヽ ヽ ←・四 六    （⊃  一  大 ＝  匹                   五    八  占石  

… 

r潮害雪空〃至       弘文 化政 元五 年年  天 保 ±  u 華備 ＝二   

年  頃  年  番年 年  年       よ頃  
頃  よ  頃  静頃 頃  りよ  
よ  り  よ  ＝  ヱ   
り  り  人文  り  

と政  斗  
L三五   考  
て年  

六  五  四  ≡二  一卜偏        一七  広 項  
の小等韮千年な庄備乗以木考        社  
出発 と 耳元の行か屋考進降表   
摂 り あ給骨司つ給欄夫のは   
米稔る も折拾たやの方郡川   が宝料は 0組年美方角   

初  
等    、  
も山永を宝  瑚代引御村  
そ守矢元認永 給も帖割の   

稽   

れ給情年め元  は右に賦文  
ぞ、はのて年  宝によ 銀化   
れ樋村定いの  永しつ並十   

り  

親、つ弐  に  七つ製入国   七  そ守ににる窯  元たて こ二  も給よ米 ○め  年が作村年  
○ C〉  

が苛達 う苦  て石  ほ  月 た しノ 郡  
あ拾つ笠  じ  定  0制御  づ、て三振  て  に   帖編  

文  
政  

た状い－  い  き  一億  ≡荘  毎ぎ＝  年  
た   た  め  
‘給ら分 が ら  同ニ  頃  

よ   
ヽ し  以地  
隼 ○膏  暦  い  降哲  文  
蜃 石 十 る  貿出  政  
灯  よ  年  が  諸帖  五  
泊  り  の  各  年  
代  四  党  村  兼文   頃  
、 百  に  一  所政   
庄  石  は  様  私四   
屋  蓬 若  で  通年   ：壱ミ考 彗  

が
あ
り
、
ど
れ
だ
け
の
税
金
を
払
い
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
農
民
の
生
活
に
つ
い
て
ほ
次
に
述
 
 

べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
時
の
課
税
ほ
五
公
五
民
と
か
、
六
公
四
民
と
か
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
よ
う
に
、
相
当
重
い
も
の
で
 
 

あ
つ
た
と
い
う
こ
と
ほ
一
般
の
通
説
で
あ
る
。
こ
れ
も
川
角
村
に
例
を
と
る
と
次
の
表
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
平
谷
村
の
史
料
を
基
礎
と
し
た
が
熊
野
村
の
場
合
も
大
同
小
異
で
あ
つ
た
。
（
莞
）
 
 

以
上
が
貢
租
の
大
要
で
あ
る
が
、
こ
1
で
当
然
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
な
ら
ば
当
時
の
農
民
は
一
年
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
 
 

い
 
ろ
 
い
 
ろ
 
な
 
村
 
人
 
役
 
 

さびれた旧キ有責  

新宮海上側より貢賢哲跡村に披けるこの旧  
道は当骨相当乃変電量に上つていた0行  
先数町のところに「下鳥取」という小閑  
鞄があるが勤邪乃名項ととゞめている0  

に
ほ
都
万
と
村
方
が
あ
 
 

つ
た
わ
け
で
あ
る
・
。
免
 
 

削
ほ
庄
屋
、
組
頭
等
の
 
 

諸
給
米
、
筆
紙
量
灯
油
 
 

代
．
諸
割
諸
相
談
に
集
 
 

A
［
の
際
の
昼
食
代
、
出
 
 

飯
米
、
寺
社
初
穂
等
で
 
 

そ
の
大
要
ほ
表
に
示
す
 
 

と
お
り
で
あ
る
。
な
お
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計木  

上表 しは   ○   

化   ○ ■  ○■ ○  9   免  
′ヽ  た文 ○  七 ○ ．．．．一 ′ヽ      璽  

年  
五  七   

三正   

入  課  
五   

ヽ 匹】  七   石   七  
国   ○  lヨ   

郡  九  
魂  

四   

志 御 綱 琴   

付  足  夏  ‾＝毛毛   
諸  
些  

辻  九  斗広分  引  爾  及高高  
五  日  ＝島（  帯  】萱  び九 ニ   

㌍  
百  極  升宿庄    責  硬七何   

帖  
五  月  七質屋  付  歩  米右助  
拾  御  合 ヽ給  夫  Ⅰ窒  利＝成   

川  、  米  米  息斗  
角  

八  割  庄  諸  一（村  
五  銀  事耳更  内  
歩  丼  之拾  う柊   町一   

に  村  鞘丁  秋  文四大   
よ  但  耳更  化反一   
り  シ  四入石  

鋲 共   年畝≡  
作 塾  人   に一斗   
し  出御  ほ七（   
た  付  俣野  

節併  カ、  四歩一 ‾、ノ五  
升  国賓  石課町   

銀  飯給  四▼税六  
納  A  米、  斗顔反  

ヽ御  の  六ほ＝二  

も  御屋  升毛畝  
の  踵ち牧  －・何二  

も  米様  合高四  
あ  オ御  取の歩  
る  キLり  立四）  

が  年寄   型塁  
行給 司ヽ  

便 宜 上  給八  駅  
米疇 ）LU  犀歩  

に＝  

米   契番  際給  口屡 米ヽ  
穀 を  のヽ  一但  

更】司  ○し  
カ：鍵  C〉笑  

以 て 全  は預  分際  

部  
五り  のの  

こ
れ
に
よ
る
と
川
角
の
村
高
は
百
六
十
一
石
三
斗
で
あ
る
が
、
実
際
の
耕
作
面
積
ほ
荒
地
等
六
町
一
反
四
畝
七
歩
を
除
い
た
 
 

九
町
四
反
八
畝
十
七
歩
で
、
そ
の
高
は
九
十
七
石
二
斗
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
課
税
額
笠
十
石
（
鮒
鵬
騒
遠
コ
‥
夙
蟹
 
 

で
、
農
家
に
残
さ
れ
る
米
ほ
約
二
十
七
石
で
あ
る
。
こ
の
年
の
川
角
村
の
人
口
は
前
記
の
書
出
帖
に
よ
る
と
官
七
十
一
人
（
内
 
 

男
八
九
、
女
八
二
）
 
で
あ
る
か
ら
一
人
の
保
有
米
ほ
約
一
斗
六
升
と
な
る
。
ま
た
こ
れ
を
家
割
に
す
る
と
百
姓
家
三
十
五
軒
 
 

（
百
姓
三
二
、
浮
過
四
、
残
り
家
族
）
で
、
一
軒
当
り
七
斗
七
升
と
な
る
。
こ
れ
が
五
人
家
族
の
保
有
米
で
あ
る
。
し
ぼ
れ
ば
 
 

安
政
大
乗
（
一
入
五
九
二
二
月
十
六
日
海
田
市
に
て
石
河
金
稲
枝
ぶ
被
仲
村
 
 

一
馬
目
七
貫
百
五
拾
弐
文
 
熊
野
村
百
姓
共
 
 
 

石
者
近
年
御
年
貢
米
上
納
方
相
励
去
ル
酉
年
横
形
捕
モ
シ
ロ
改
沃
申
何
横
型
芯
 
 

宜
ク
仕
立
方
念
入
：
付
為
御
室
琵
鞍
下
之
 
 

右
二
村
百
姓
物
代
 
 

こ
の
よ
う
に
重
い
課
税
ほ
当
然
、
農
民
の
生
活
を
悲
劇
的
な
も
の
に
し
、
一
た
ん
飢
館
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
惨
状
ほ
実
に
目
 
 

を
蔽
わ
し
め
る
も
の
が
あ
つ
た
が
、
薄
府
と
し
て
も
そ
れ
な
り
の
苦
心
と
対
策
は
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
第
一
は
年
貢
上
納
に
つ
 
 

い
て
の
褒
賞
で
佐
々
木
氏
の
永
代
日
記
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
 
 

一
銀
拾
六
環
八
百
日
 
 

五
ケ
柑
辛
損
二
村
貸
付
利
足
年
五
朱
来
ル
寅
年
ふ
五
ケ
年
賦
返
納
 
 

入
貢
五
百
日
 
 
熊
野
村
 
 

第
二
は
早
損
、
水
損
に
対
す
る
貸
付
親
米
で
あ
る
が
、
同
じ
く
永
代
日
記
に
次
の
よ
う
な
の
が
あ
る
。
 
 

㌧
r
L
 
 

．
 
′
シ
ー
∴
 
 

、
 
 

・
薮
∵
∫
 
 

才
r
r
 
 

国都志和編集二付諸地書出帖  

（川角村）文化十二年（須山添夫氏戒）  

芸藩通恵の原稿とLて各村から走出した  
ものである。当時の村内事情が一見して  
わかる。たゞし熊野、平谷南村のものは  
現在発見していない。  

長
官
姓
 
源
 
次
 
郎
 
 

年
行
司
 
鞭
三
兵
衛
 
 

右
柄
人
馬
出
 
 

其
配
当
方
去
ル
辰
年
納
米
人
別
江
東
俵
二
村
安
分
づ
ゝ
下
作
人
三
叩
も
米
ロ
江
遺
 
 

し
入
役
栄
二
当
り
債
分
者
小
ぬ
膳
ひ
こ
し
て
渡
し
云
々
 
 

三
賞
目
 
 
 

苗
代
村
 
 

安
富
武
官
昌
 
栃
原
村
 
 

弐
貰
七
百
目
 
 
焼
山
村
 
 
 

し
ぼ
る
程
出
る
と
言
わ
れ
た
百
姓
で
は
あ
つ
て
も
、
 
 

あ
ま
り
に
高
率
な
課
税
覇
で
ほ
あ
る
。
秘
語
独
断
の
 
 

「
総
て
郡
村
の
常
言
に
、
百
姓
ほ
麦
作
が
第
一
な
り
 
 

と
い
ふ
・
畢
覚
米
は
作
り
て
も
皆
々
年
貢
に
出
す
と
 
 

い
は
ん
為
な
り
」
ほ
く
し
く
も
そ
の
突
破
口
の
方
向
 
 

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
百
姓
ほ
質
素
倹
約
と
 
 

麦
や
雑
穀
等
の
生
産
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
 
 

つ
た
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
で
解
決
さ
れ
る
筈
の
 
 

も
の
で
は
な
か
つ
た
。
げ
に
百
姓
は
こ
う
も
悲
し
い
 
 

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第
三
ほ
種
米
等
 

毎
年
 

で
あ
る
。
 
 

琶
l
 
膠
長
大
年
熊
野
村
検
地
帖
≡
筋
（
石
田
正
毅
氏
響
 
 

こ
の
記
録
ほ
極
め
て
重
要
な
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
史
料
と
し
て
十
分
酒
再
し
 
 

た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
は
松
岡
久
人
民
に
よ
つ
て
借
り
出
さ
れ
 
 

て
い
た
た
め
つ
い
に
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
 
 

註
2
 
正
保
三
年
（
一
大
四
大
）
九
月
廿
七
日
、
安
南
部
河
角
村
地
詔
之
帖
（
須
 
 

山
義
夫
氏
症
）
 
 
 

田
数
合
六
町
老
反
弐
畝
廿
宏
歩
 
 
 

分
米
七
拾
三
石
弐
斗
六
升
六
合
五
勺
 
 
 

肴
米
食
六
拾
三
石
六
斗
牽
升
 
 

助
成
 
 
 

外
－
壷
反
五
畝
廿
≡
歩
童
石
五
斗
五
升
七
勺
 
 
 

当
ひ
ら
き
 
 
 

定
田
 
 

田
数
合
五
反
≡
敢
槍
玉
歩
 
 

分
米
五
石
四
斗
五
合
 
 
 

河
村
入
右
御
門
印
 
 

備
考
 
元
来
村
甫
は
毛
何
商
（
現
在
作
付
し
て
い
る
耕
地
の
菅
と
か
．
つ
き
高
（
 
 

荒
断
と
な
つ
て
失
わ
れ
た
甫
で
、
村
高
不
易
の
為
に
税
を
か
つ
ぐ
）
に
区
分
せ
ら
 
 

れ
る
の
が
実
情
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
毛
付
高
と
か
づ
き
嵩
の
計
数
が
村
高
と
姦
 
 

L
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
そ
の
土
地
が
い
つ
失
わ
れ
た
か
、
ま
た
所
在
も
判
然
と
 
 

し
な
い
時
、
こ
れ
を
古
荒
や
上
り
高
と
し
た
の
で
あ
る
。
（
広
島
霹
藤
村
考
）
 
 

誌
3
 
富
田
氏
蔵
、
奥
啓
に
 
 
 

右
御
撃
し
梅
里
御
願
申
上
畷
処
村
璧
御
免
許
被
為
仰
付
俣
二
村
当
寺
村
中
屋
敷
 
 

飽
田
島
高
之
甲
乙
土
地
之
広
狭
等
相
改
申
慣
処
小
首
姓
蓬
何
之
申
分
無
御
庄
同
心
 
 

蕾
貰
四
百
目
 
押
込
村
 
 

以
 
上
 
 
 

熊
谷
文
之
進
 
 

丑
（
）
十
二
月
九
日
 
 
 

野
田
七
郎
右
衛
門
 
 

繹
野
村
庄
屋
 
市
郎
左
絹
門
 
 

の
貸
付
け
で
あ
る
。
 
 

仕
候
二
付
本
楯
相
改
変
上
申
候
以
上
 
 

〔
一
セ
ロ
六
）
 
 
 

廷
享
≡
年
丙
寅
由
月
 
 

霞
≡
 
月
廿
七
日
 
 

鎮
義
金
次
右
裾
門
様
 
 

小
出
宇
平
大
様
 
 
 

同組同庄   

頭  置  

同
 
 

同
 
 

同
 
 

長
官
姓
 
 

同
 
 

同同同同同  
辻
 
長
左
符
門
印
 
 

こ
の
種
米
ほ
高
官
石
に
つ
き
三
石
の
割
当
で
、
利
息
は
二
削
で
あ
つ
た
。
こ
の
制
度
ほ
 
 

新
左
衛
門
印
 
 

孫
右
裾
門
印
 
 

作
十
郎
印
 
 

忠
兵
衛
印
 
 

判
右
荷
門
印
 
 

率
 
 
入
印
 
 

幸
右
街
門
印
 
 

金
兵
衛
印
 
 

書
右
衛
門
印
 
 

蓼
右
循
門
印
 
 

瀕
兵
衛
印
 
 

弼
四
郎
印
 
 

旛
≡
郎
印
 
 

惣
左
街
門
印
 
 

西
川
文
着
荷
門
様
 
 

右
帖
両
之
通
り
聞
屈
僕
処
如
件
 
 

後
藤
金
次
右
衛
門
印
 
 

延
章
二
丙
景
由
月
 
 

小
出
宇
平
太
印
 
 

庄
屋
 
新
左
裾
門
 
 

間
 
 
孫
右
衛
門
 
 

与
頭
英
 
 

誌
4
 
研
山
神
社
戴
 
荒
尾
に
 
 
 

山
数
合
二
盲
六
十
七
ケ
所
 
 
 

内
、
安
ケ
析
御
怨
山
、
六
ヶ
所
御
留
山
、
受
ケ
新
入
幡
山
、
牽
ケ
所
新
富
山
、
 
 

拾
入
ケ
所
野
山
、
三
百
四
十
ナ
併
腰
林
山
 
 
 

石
之
通
り
相
改
申
慣
処
如
斯
二
御
座
慣
∴
以
上
 
 

享
保
拾
恵
年
二
月
 
 

庄
屋
新
左
衛
門
組
頭
作
石
綿
門
同
孫
右
衛
門
下
山
番
貞
兵
相
同
庄
兵
衛
同
 
 

孫
七
同
型
一
面
同
息
右
術
門
同
父
七
兵
曹
始
加
石
和
門
同
兵
右
衛
門
 
 

（
以
上
列
一
記
）
 
 

（
註
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か
り
嵩
共
 
 

う
こ
せ
い
を
出
し
可
申
候
以
上
 
 

右
之
通
二
聖
冒
さ
せ
帖
を
作
り
渡
慣
聞
古
荒
之
内
少
つ
ゝ
も
ひ
ら
か
せ
僕
や
 
 
 

物
成
九
斗
五
升
 
 

昌
畝
数
合
壱
町
弐
反
六
畝
葱
歩
 
 
 

分
米
七
石
膏
升
七
合
六
勺
 
 

屋
敷
合
安
反
弐
拾
宏
歩
 
 
 

分
米
定
石
六
斗
五
合
 
 

田
数
合
六
反
九
畝
廿
弐
歩
 
 
 

分
米
八
石
六
斗
五
升
四
合
三
勺
 
御
手
作
 
 

田
島
屋
敷
薩
田
当
閑
御
手
作
 
 

け
何
分
 
 
 

食
入
町
入
反
八
畝
拾
二
歩
 
 

分
米
食
九
拾
七
石
四
斗
五
升
四
合
安
勺
 
 

残
六
袷
三
石
八
斗
四
升
六
合
 
荒
せ
な
し
 
 

御
山
方
 
 

右
帖
両
之
通
相
改
致
慣
処
少
モ
相
違
無
御
膵
慣
 
 
 

享
竿
二
軋
歪
舵
 
 

庄
屋
 
 

組
頭
 
 

同
 
 
 

今
村
八
郎
若
槻
門
椋
 
 
 

親
 
見
 
平
 
八
桜
 
 
 

閏
神
甚
右
衛
門
標
 
 

領
代
村
庄
屋
 
 

栃
原
村
庄
匝
 
 

焼
山
村
庄
屋
 
 

押
込
村
庄
屋
 
 

右
五
ケ
相
 
 

槌
合
割
庄
屋
 
 

金
 
 
頑
 
 

才
 
兵
 
衛
 
 

来
 
 
助
 
 

源
 
兵
 
術
 
 

与
頭
共
 
 

野
村
孫
兵
相
 
 
 以

上
 
 

新
左
街
門
 
 

作
右
衛
門
 
 

平
 
≡
 
郎
 
 
 

5
6
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琴
5
 
永
代
日
記
（
佐
々
大
高
博
氏
戒
）
 
 
 

村
内
御
梅
村
之
木
 
 

一
、
正
林
、
樫
宕
太
（
長
弐
間
、
廻
四
尺
 
く
れ
じ
神
木
 
 

一
、
片
山
、
樫
蕾
太
（
長
弐
問
、
廻
弐
尺
 
く
れ
じ
持
主
十
兵
術
 
 

一
、
か
け
広
、
樫
垂
木
（
長
弐
間
、
廻
≡
尺
六
寸
 
太
郎
着
荷
門
 
 

「
出
さ
き
、
樫
重
本
（
長
弐
問
、
廻
弐
尺
弐
寸
 
初
神
大
兵
衛
 
 

一
1
与
≡
代
、
標
萱
太
（
長
弐
間
、
廻
≡
尺
牽
寸
薬
師
森
 
 

杉
定
木
（
長
弐
史
壱
尺
、
禦
買
入
 
八
幡
山
 
 

一
、
 
 

一
、
六
反
田
、
怪
童
茶
（
長
弐
間
、
廻
弐
尺
三
寸
 
初
神
十
兵
衛
 
 

註
6
 
同
年
御
年
買
勘
定
日
銀
（
冨
田
氏
戒
）
 
 

註
7
 
各
年
免
割
状
（
佐
々
木
高
博
氏
務
）
 
 

註
8
 
国
郡
志
御
綱
攣
【
付
諦
観
療
拍
帖
（
須
山
義
夫
氏
戒
）
 
 

註
9
 
文
化
二
年
か
ら
文
久
≡
年
ま
で
の
御
免
下
札
人
別
納
帖
及
び
明
治
二
年
の
 
 

免
別
状
（
持
田
信
氏
帝
）
 
 

註
1
0
 
文
政
二
年
卯
（
一
入
一
九
）
正
月
郡
方
諸
御
用
跡
銅
剣
庄
屋
中
野
村
滑
左
 
 

衛
門
（
広
島
市
史
編
基
宗
）
 
 

来
春
給
知
高
御
割
替
之
御
合
二
村
別
紙
楯
両
之
通
給
知
高
井
璧
先
高
相
約
メ
俣
間
 
 

為
見
合
下
ケ
悲
涙
粂
空
善
閃
之
離
モ
候
ハ
、
早
々
可
申
出
尤
小
内
分
り
之
儀
老
 
 

来
啓
二
至
り
可
申
遺
著
也
 
 

卯
≡
 
月
 
 

安
芸
郡
御
役
所
 
 

〃  ク  ノリ  ′ソ  ノア  ク  ク  ク  ・グ  小   ク  〝  屏 リ  ・ケ  ク  ・ツ  斯  〃  小   居 リ  区 分   

松フ隆 岡田  
入馬 毒之  
獄  

街  

門助  左 衛 門   

五  四  
五  
六 （⊃  

（⊃   

○   
兵  頁   
次   

居 リ  新．  ノワ  官  新  ノン  円 ク  屠 リ  ク L 〃   亘酢l新      ク  〝  暦 リ  新  ノン  屠 リ  区 分  
i  

木 村  
丹  重太関門  牧 助 九  

汲   主  

t  

八  

五 六 （⊃  

六  
○   

孫 四  
郎 右  

郎   
一席 惣御沿   

しもの但もる静考高器讐  ＼ たちもしのも庄  

もろあ同の置 二万二   
の ん る の  はの   五  四   
でこ か字  給欄   五七入   
あれ  を  庄に   八○入  るは忘昆○ 大＝四 0 

・  

謎
1
2
 
天
保
九
戌
（
」
八
三
八
）
春
御
給
租
御
組
替
へ
二
村
高
井
御
給
主
様
御
名
前
（
佐
々
木
高
博
氏
蒲
永
代
日
記
）
 
 

畑 賀  萱萱■＝；莞    宮 原  焼 山   芸r≡且  

さ 九  
四  
卦＝  

四    脂  失し合  
配  五 五   醜   四【 ヽヨ 六  一：軋 笑つ  八          五、  上堅   旧  
九i四    五ー二弓四      三L二L 一－／ヽ  

招     L入九 眺  

雪石  

琶傾      更L8  

証
n
 
免
剤
状
（
緻
田
信
氏
蒋
）
 
 

一
、
高
石
大
給
安
石
≡
斗
 
 

高
二
付
弐
つ
五
歩
弐
厘
 
 

物
成
四
捨
石
六
斗
四
升
入
合
 
 

去
免
間
 
 

口
米
八
斗
葱
升
≡
合
 
 
 

二
口
合
四
拾
畜
石
四
斗
六
升
牽
合
 
 

着
当
土
免
相
究
者
也
 
 

夢
応
二
責
年
 
 

三
月
朔
日
 
 

天
野
犀
右
衛
門
 
 
 

庄
屋
 
四
郎
右
街
門
 
 

頭
 
 

与
 
 

首
 
独
 
英
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謀
1
3
安
芸
部
熊
野
村
早
稲
井
中
晩
田
宅
↓
有
米
目
録
（
佐
々
木
高
時
氏
撃
 
 
 

高
弐
千
五
百
五
拾
入
石
六
斗
五
升
 
熊
野
村
 
 

一
、
畝
弐
百
五
拾
弐
町
六
反
≡
歩
 
 

内
 
 
 

弐
召
弐
拾
四
町
五
反
七
畝
廿
一
歩
 
御
給
知
方
 
 

一
、
≡
町
六
反
八
畝
≡
歩
 
 
早
稲
 
 

一
、
拾
町
七
反
九
畝
廿
四
歩
 
中
田
 
 

一
、
七
町
入
反
七
畝
廿
一
歩
 
晩
田
 
 

動
数
合
弐
拾
弐
町
≡
反
五
畝
拾
入
歩
 
 

内
 
 
 

≡
町
六
反
入
畝
三
歩
 
 
早
稲
 
 

右
米
入
拾
≡
石
弐
斗
安
合
 
 

下
見
概
壷
歩
 
問
老
升
九
合
○
≡
才
五
宅
相
弘
 
 
 

去
年
ニ
ロ
三
才
四
宅
四
弗
式
年
増
 
 

此
上
り
米
治
安
石
弐
斗
六
升
七
合
 
 
 

但
シ
下
見
二
牽
剖
≡
歩
五
厘
五
毛
二
高
上
り
 
 
 

二
口
合
九
拾
四
石
弐
斗
入
升
八
合
 
 
 

契
シ
壱
歩
轄
葱
升
七
合
七
才
六
宅
四
弗
 
 
 

去
ニ
ロ
四
才
六
毛
四
弗
弐
午
増
 
 

米
七
拾
玉
石
四
斗
≡
升
 
入
歩
栄
 
 

一
、
捨
町
七
反
九
畝
廿
四
歩
 
中
田
 
 

一
、
七
町
入
反
七
畝
廿
一
歩
 
晩
田
 
 

寺
西
直
人
様
 
 

吉
岡
一
兵
衛
様
 
 

註
1
4
 
広
島
薄
遇
村
考
 
 

証
l
ら
 
明
聖
一
年
戌
（
一
七
六
六
）
八
月
見
取
人
別
帖
（
佐
芸
高
博
氏
撃
 
 

註
∽
 
持
田
信
氏
戴
 
 

琵
1
7
 
矢
野
町
史
 
 

残
弐
捨
入
町
弐
敬
治
弐
歩
 
 
 

去
年
二
安
町
七
反
三
畝
六
歩
増
 
 

十
月
九
日
 
 
 

拾
八
石
三
斗
 
 

≡
石
九
斗
萱
升
安
合
 
同
十
四
日
限
 
 

右
中
晩
田
村
升
□
を
以
御
者
嫌
仰
付
1
御
納
割
印
日
限
之
通
無
相
達
御
讃
私
 
 

江
御
切
手
産
上
可
中
條
為
共
有
米
目
顔
準
差
上
候
 
以
上
 
 

米
代
上
納
の
場
合
ほ
広
庭
町
米
相
場
の
値
段
が
知
ら
さ
れ
＼
≡
署
保
二
年
（
一
七
 
 

一
七
）
ま
で
ほ
相
場
の
≡
匁
高
で
詳
の
銀
兢
に
納
め
ら
れ
た
。
安
芸
、
賀
茂
、
 
 

高
田
三
郡
は
米
相
場
値
段
を
通
知
さ
れ
て
か
ら
四
日
以
内
に
銀
上
納
を
規
定
さ
 
 

れ
て
い
た
。
 
 

註
、
郡
方
語
調
用
跡
相
 
中
野
村
野
間
家
蔵
 
 

寛
 
 

一
、
米
石
二
村
九
拾
六
匁
 
 
 

右
従
今
日
相
壕
二
条
村
々
不
況
柏
触
可
中
老
也
 
 

弐
拾
弐
如
≡
反
五
畝
拾
八
歩
 
田
方
 
 

弐
反
五
畝
拾
弐
歩
 
 

五
町
四
許
壱
畝
拾
弐
歩
 
 

九
月
（
天
保
入
年
？
）
 
 

屋
敷
 
 

畠
 
 

開
明
知
方
 
 

与圧  
頭塁  
：三両  

人人  註
 
 

畝数卜歩礪   高   

灰・ 牙 3．0．241・5   石 6，9300  33 

．21 1・4   7．0770  

7．1175  3．6．181・3   

38・18  1．2  6．9480   

4，3．22  1．1  72150   
3．8．12  1．0  5・4600  

6．7635  

4．8480  

0．7  331凱）  

3．0420  

2．5050  

8・8560  

0．3  58．9905   

剖
庄
屋
五
人
へ
 
 

（
鑑
政
四
）
 
 

子
九
月
廿
一
日
 
 
ア
キ
郡
御
役
所
（
以
上
）
 
 

な
お
 
 

上
り
銀
に
つ
い
て
の
川
角
村
の
記
録
、
御
触
誓
御
用
状
挺
川
角
村
用
所
（
織
田
信
 
民
蔵
）
に
上
る
と
米
相
瘍
の
最
近
の
も
の
け
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
一
石
に
つ
き
）
 
 

完
膚
十
年
辰
（
一
七
六
〇
〓
ハ
月
給
庄
屋
宛
、
欠
落
資
料
（
富
田
氏
撃
 
 

一
、
納
米
此
方
蒜
直
し
不
申
接
二
念
入
差
出
可
申
候
尤
銀
紙
二
仕
度
者
は
前
方
 
 
 

二
可
申
出
成
霜
月
十
五
日
遅
は
町
相
場
‥
弐
匁
上
ケ
ニ
而
可
相
納
慣
霜
月
十
六
 
 
 

日
斤
ハ
上
納
相
場
之
通
可
中
村
俣
云
々
 
 

註
凋
 
前
項
の
欠
落
控
料
 
 

一
、
年
貢
米
三
斗
入
安
佐
二
村
入
実
弐
升
之
稼
リ
ニ
而
可
差
出
嘗
 
 
 

附
た
り
鎮
付
定
法
之
導
管
石
二
村
宏
升
相
極
慣
事
 
 

一
、
升
老
樹
作
革
新
片
桐
澤
慣
京
板
升
と
か
け
ほ
申
と
か
け
に
而
厨
升
向
引
き
こ
 
 
 

い
た
し
斗
せ
候
寄
 
 

席
考
 
 

一
、
広
島
燕
農
村
考
に
よ
れ
ば
公
然
と
夜
空
し
た
込
米
竺
石
に
つ
き
六
升
で
 
 

明
朝
ぎ
竺
升
入
合
（
こ
れ
を
小
雪
た
ほ
切
升
と
い
う
）
を
一
俵
と
し
、
 
 
 

そ
の
上
に
な
お
込
米
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
込
米
が
右
の
俵
何
で
あ
る
。
 
 
 

（
こ
う
し
た
込
米
の
あ
る
一
二
斗
を
戴
升
と
い
う
）
 
 

二
、
豊
臣
秀
吉
は
国
内
竺
の
結
果
、
京
升
（
京
判
）
を
経
四
寸
九
分
、
無
量
 
 

畝
〆
拾
入
町
六
反
七
畝
拾
五
歩
 
 

有
米
〆
百
弐
拾
九
石
六
升
六
合
 
 

下
見
嬰
吏
歩
轍
四
合
六
勺
七
毛
臼
弗
 
出
来
増
 
 

外
二
七
勺
弐
才
弐
毛
 
 
 

此
上
り
米
入
拾
四
石
五
斗
≡
升
二
香
 
 
 

但
下
見
二
五
割
上
り
 
 

二
口
合
九
拾
≡
石
五
斗
九
升
入
合
 
 

下
ケ
撃
冥
歩
粗
六
合
九
勺
宜
才
安
宅
安
東
 
 

去
二
八
勺
八
才
八
竜
五
苑
 
出
来
増
 
 

一
、
焉
物
成
彗
一
松
丸
石
弐
斗
定
升
髪
。
 
 
 

畝
数
合
拾
入
町
六
反
七
畝
拾
五
歩
 
 

内
（
図
表
に
す
る
）
謡
、
一
歩
恕
竺
坪
の
粗
の
収
虚
、
五
分
挽
米
に
し
て
 
 

半
免
 
 

銀
一
四
〓
匁
 
 

銀
一
五
 
 

久
三
、
言
 
 

内
 
 

七
拾
五
石
≡
斗
 
 

拾
入
石
六
斗
 
 

弐
拾
≡
石
安
斗
 
 

且
ヱ
一
、
二
 
 

〝
入
、
三
〝
九
月
 
 

早
稲
先
納
 
 

九
月
廿
二
一
日
 
 

同
 
廿
八
日
 
 

〝
コ
｝
二
監
察
r
 
 

〃
一
四
〇
 
 
〃
一
「
二
二
丈
久
三
、
四
月
 
 

二
且
 
二
四
下
一
 
 
 

〃
一
一
、
一
一
 
 （¢1）   



五   
カ  

謹
製
 
寛
政
九
年
己
（
一
七
九
七
）
八
月
安
芸
郡
熊
野
村
溜
池
井
往
来
橋
数
書
出
し
帖
 
 

寸
七
分
で
定
め
た
。
近
世
に
は
関
東
に
江
戸
升
、
関
西
に
京
升
が
用
い
ら
れ
た
 
 
 

が
、
一
大
六
九
（
寛
文
九
年
）
江
戸
升
の
分
立
を
京
升
と
等
し
く
し
た
。
－
」
ゝ
 
 
 

に
ほ
ゞ
全
国
的
に
統
一
し
た
桝
を
用
い
る
よ
う
に
な
つ
た
。
盲
目
末
席
史
辞
典
）
 
 

謀
1
9
 
種
田
信
氏
戒
 
 

臣
2
0
 
文
化
十
二
年
（
一
入
二
九
）
国
都
志
御
編
集
二
何
語
鞄
欝
出
帖
（
須
山
恭
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夫
氏
或
）
 
 

註
2
1
 
蜃
市
押
込
町
梶
山
佐
於
利
氏
萩
 
 

註
2
2
 
註
2
0
に
同
じ
 
 

註
2
3
 
佐
々
木
甫
博
氏
蒋
 
 

（
佐
々
木
高
博
氏
蔵
）
 
 



川
角
村
 
 

「
人
足
拾
人
 
 

「
か
ご
安
丁
 
 

右
は
井
伊
招
部
様
御
下
り
明
六
日
海
田
市
御
泊
り
広
島
越
し
問
人
足
か
ご
御
入
 
 

府
御
割
付
二
而
御
座
候
間
同
夕
七
つ
時
（
午
肩
四
時
）
蓬
二
海
田
市
へ
御
差
出
恕
 
 

‥
 
十
．
 

割
庄
屋
 
元
 
四
 
郎
 
 

無
 
太
 
郎
 
 

註
2
8
 
安
政
二
年
卯
正
月
十
一
日
、
初
審
合
格
式
帖
餞
野
村
（
佐
々
木
高
博
氏
稀
）
 
 

一
、
栄
治
安
石
 
 

一
、
同
四
石
五
斗
 
 

一
、
同
六
石
六
斗
 
 

一
、
同
大
斗
 
 

一
、
同
六
斗
五
升
 
 

一
、
聞
入
升
 
 

一
、
岡
安
石
衰
斗
 
 
 

一
、
同
大
斗
 
 
米
入
荷
賃
米
 
 

旅
人
宿
賃
米
 
 
 

一
、
 
 
但
シ
六
斗
之
処
子
年
点
相
済
申
候
 
 

一
、
同
三
石
五
斗
五
升
 
小
乗
給
 
 

一
、
同
七
石
定
斗
 
 
送
寄
給
 
 

一
、
同
≡
石
 
 

笹
「
皿
．
ド
け
 
 

一
大
 
ず
 
へ
 
 

謎
 ○
票
に
よ
つ
て
は
夫
役
の
具
体
的
警
は
わ
か
ら
な
い
が
、
霊
的
な
意
警
 
 

備
考
 

一
 
一
、
本
妻
に
は
輩
出
輯
に
あ
る
匠
樋
長
、
研
機
長
は
省
略
し
た
。
ま
た
橋
関
係
 
 

も
省
い
た
。
 
 

二
、
○
印
は
出
東
年
数
相
知
不
申
の
分
 
 

三
、
△
印
ほ
樋
顆
孝
之
剖
郡
夫
裡
遮
機
材
末
ハ
御
山
竺
テ
被
遭
慣
節
も
御
座
 
 

候
の
分
 
 

四
、
◎
印
は
楢
取
替
之
剤
釘
鋏
大
工
木
枕
扶
持
作
料
御
銀
渾
の
分
 
 

五
、
差
出
帖
の
該
当
す
る
所
に
朱
謀
の
あ
る
も
の
 
 
 

○
坂
西
大
池
（
中
澤
大
池
）
 
 
 

此
池
天
和
≡
年
亥
（
一
六
入
≡
二
月
郁
夫
二
テ
Ⅲ
壷
仕
釘
鋏
大
工
未
挽
 
 
 

扶
持
作
料
御
銀
河
り
、
樋
材
木
ハ
御
山
野
－
而
被
適
薬
り
以
内
掘
樋
取
替
 
 
 

之
節
ハ
郡
天
夫
飯
米
等
被
農
薬
り
俣
 
 
 

○
山
 
井
 
 
 

此
池
田
東
年
数
相
知
不
申
候
尤
郁
夫
二
而
相
調
中
筋
申
伝
へ
傾
共
役
正
穏
 
 
 

大
牢
（
一
七
一
大
）
十
月
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凋
郡
夫
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付
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替
之
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分
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鋏
大
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木
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扶
持
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料
御
銀
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り
樋
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木
ハ
御
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原
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而
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○
東
 
迫
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和
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年
（
一
七
七
一
）
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成
郡
夫
御
免
許
夫
飯
米
御
貸
機
遣
 
 
 

其
鎮
内
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り
御
割
郡
夫
被
下
供
 
 
 

以
上
〓
ニ
六
ヶ
所
 
 

外
三
ハ
ヶ
所
つ
ぶ
れ
代
 
 

寺
下
地
池
、
ぐ
ひ
び
池
、
か
た
剖
池
、
願
ケ
迫
池
、
東
ケ
迫
池
、
 
 

小
 
迫
（
池
）
 
 

所
々
宿
賃
米
 
 

麦
石
弐
斗
 
広
島
宿
世
良
眞
卯
助
 
 

斗
些
二
斗
 
同
併
J
夫
宿
卯
助
 
 

庄
屋
給
 
 
 

組
頭
絵
 
 
 

筆
老
給
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行
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給
 
 
 

用
所
入
末
代
 
 
 

燈
 
油
 
内
（
米
倉
新
宮
詫
者
元
）
 
 
 

所
燕
下
御
年
賀
戒
苛
給
共
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（
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斗
東
升
杢
右
街
門
、
≡
斗
五
升
召
平
）
 
 

御
建
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留
山
香
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（
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石
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斗
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榊
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夫
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付
準
二
升
 
 
望
伝
 
 
 

内
 
 
 

右
者
去
ル
辰
年
（
安
政
≡
年
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々
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如
帖
、
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田
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（
関
田
信
氏
残
）
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る
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数
字
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化
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年
（
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六
）
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≡
斗
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升
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ク
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ク
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歩
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歩
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人
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歩
 
 

武
人
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歩
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人
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や
の
河
内
山
、
大
将
山
、
石
仏
山
、
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山
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分
と
し
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次
の
記
録
が
あ
る
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砂
田
土
手
損
柵
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荷
 
 

同
併
へ
杭
≡
荷
 
 

久
保
川
へ
惹
か
ら
弐
匪
 
 

槌
損
料
 
 

初
神
新
川
土
手
往
来
損
持
柵
 
 

隼
神
土
手
杭
弐
荷
 
 

川
俣
出
央
 
 

久
保
川
土
手
入
用
杭
廿
荷
 
 

急
用
折
へ
小
道
夫
 
 

御
香
組
條
御
入
込
か
こ
持
運
美
弐
人
出
 
 

粗
か
し
村
道
異
教
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以
下
略
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